
発行：令和２年８月７日

新見市立新砥小学校

校長 赤木 倫子

お
め
で
と
う

七
月
の
読
書
達
成
賞

一
ヶ
月
の
目
標
を
達
成
し

た
ら
、
図
書
委
員
会
特
製
の

栞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

今
月
の
最
多
貸
出
冊
数

は
四
十
冊
で
し
た
。

身のまわりの
整理整頓をし
よう
【手立て】
教室のロッカー
や更衣室の棚を整
頓したらカードに
シールを貼ります。

新しい先生のご紹介
○スクールカウンセラー（SC）・・・岡崎博子先生
心理相談専門の先生です。子ども達や保護者の方の相談

や面談などを行い、よりよく生活できるよう支援を行います。
月１回来校され、心の発達に関する授業も行います。
○ ICT 教育指導員・・・小林佳夫先生
学校の ICT 環境整備や、 ICT を活用した授業での子ども達、

先生方の支援を行います。月２回来校されます。

おめでとう
自主学習プリント

表 彰

８／２５日（火）第二学期始業式 給食開始 １６日（水） 学び愛

運動会練習開始 １５：００下校 S ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰ １５:００下校

２６日（水）委員会 １７日（木） 移動図書館

S メディアデー １５：００下校 １８日（金） 避難訓練

２７日（木）・２８日（金） １５：００下校 定時退校日 １５:００下校

１９日（土） 運動会予備日

９／ １日（火）・２日（水）５年生宿泊研修 ２１日（月） 敬老の日

６日（日）哲多中運動会 ２２日（火） 秋分の日

９日（水）運動会予行 ２３日（水） クラブ 口座振替日

S メディアデー １５：００下校 S ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰ １５:００下校

１３日（日）新砥運動会 午前中 ２９日（火） 遠足

１４日（月）振替休業日

自分事プロジェクト
７月

児童終礼で
振り返り

教室のロッカー
はよくできてい
ました。更衣室
の棚をもっとが
んばりましょう。

２～６年生は、基礎プリン
ト、学習到達度確認テスト、
検定プリント（哲多総合セン
ター：放課後子ども教室）な
どに取り組んでいます。いつ
でも、何度でも、繰り返し復
習することができます。どの
学年の復習でも取り組むこと
ができます。自主学習やちょ
っとした隙間の時間を使って
どんどん挑戦し、学力向上に
励んでほしいと思っていま
す。第一学期は、延べ６２名
が表彰されました。

今
学
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
を
最
優
先
に
、
一
つ
一
つ
の
行
事
や
活
動

を
見
直
し
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
と
ね
ら
い
を
共
有
し
な
が
ら
慎
重

な
対
応
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
五
月
の

学
校
再
開
後
、
子
ど
も
達
の
元
気
と
笑
顔
に
ひ

と
安
心
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
普
段
の
学
校
生

活
と
は
少
し
異
な
る
毎
日
、
新
し
い
生
活
様
式

に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
人
一
人
の
思
い
に
寄

り
添
い
、
対
話
し
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
数
々
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上

げ
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

今
日
の
終
業
式
で
は
、
各
学
級
の
が
ん
ば
り

や
伸
び
に
つ
い
て
認
め
合
い
ま
し
た
。
一
年
生

は
『
あ
い
さ
つ
と
素
直
さ
』、
二
年
生
は
『
き
び

き
び
一
年
生
の
お
手
本
』、
三
・
四
年
生
は
『
の

び
の
び
協
力
』、
五
・
六
年
生
は
『
じ
っ
く
り
考

え
堂
々
表
現
』
と
、
短
い
言
葉
で
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。
学
習
に
生
活
に
、
一
人
一
人
が
自
分

事
の
意
識
を
も
っ
て
活
動
し
た
一
学
期
と
な
り

ま
し
た
。

【学校教育目標：未来を拓く，たくましい新砥っ子の育成】〈夢いっぱい 愛いっぱい 力いっぱい 行きたい学校《チーム新砥》〉



【５・６年生の
新聞】

JA 選花場の方にも届
けます。

ふるさとキャリア教育

特集：リンドウの学習
今年度から、本校のふるさとキャリア教育の大きな活動の一つとして全校で取り組んでいます。

『苗植え→収穫→選花場見学』と学習を進め、働く人々の思いをや願いを理解しながら、新砥（新
見）のよさを発見しています。そして、子ども達がいろいろな工夫をしながら学んだことを発信
しています。どうぞ、子ども達の個性あふれる表現をお楽しみください。

  

  

【２年生の振り返り】 ～ リンドウの収穫体験 ～
○しゅうかくたいけんをしてむずかしかったけど、きれいな５本のリンドウをとれてうれしかったです。 （ひろし）
○りなさんのおとうさんがリンドウのしゅうかくのし方や、花のつつみ方を教えてくださいました。たのしかったです。 （こう生）
○リンドウのしゅうかくのし方をていねいに教えてくださったので、はじめてだったけどできました。上手にとれたのでうれしかったです。（しゅんや）
○りなちゃんのおとうさんに教えてもらったので、よくできました。 （そうご）
○とってもたのしかったし、色がとってもきれいだと思いました。リンドウしゅうかくがたのしみだったので、うれしかったです。（花りん）
○せつめいが分かりやすかったので、すぐできました。またしたいなと思いました。 （けい人）
○わたしは、リンドウをドライフラワーとリンドウぞめにしたいです。それから、へややトイレにかざりたいです。 （りな）

【３・４年生の振り返り】 ～ リンドウ選花場 ～
○わたしは、リンドウのパステルベルがきれいだと思いました。初めて見たクレーンゲームみたいなきかいにむ中になりました。６０種類のリンドウも見てみたかっ
たです。大きな声であいさつができたのでよかったなと思いました。もっとリンドウのいいところなどを知りたいです。 （井上真菜）

○リンドウを出荷する人は、「大変だ。つかれるな。でも、いろいろな所へリンドウを持って行かなきゃいけない。がんばらないといけないな。」と思っています。パス
テルベルを初めて見ました。とてもきれいだし、見ている自分の心が落ち着きました。 （川上 凉）

○１万本の花を、全部人間の目で見るのがすごいです。 しかも、２秒で見分けるので、目がつかれないのかなと思いました。リンドウをゴムで１０本ずつしばる機
械は、日本では２台しかないのに、２台もあるのでいいなと思いました。夕方までがんばる奥山さん、青山さんたちはすごいなと思いました。 （大橋寿々音）

○パステルベルを見て、かんたんにできると思ったけど、とてもむずかしいと知って、とてもびっくりしました。 ほかにもたくさんの花があって、もっと見たいと思い
ました。２台しかないきかいがあって、めずらしいからすごいなと思いました。 （名越隆佑）

○リンドウの色がちがうことがわかりました。パステルベルが白いのもわかりました。１４人ではたらいていて、花が１万本もあるのですごいです。ピンクのリンドウ
も見たいです。リンドウは、なぜこんなに色がきれいなのか知りたいです。 また行ってみたいです。 （西岡真依）

○自動のリンドウしゅうかくきは、１０本集まったら、 S 、 M 、 L 、２ L のどれかに自動で入っていました。とてもすごいなあと思いました。まるでクレーンゲームみた
いでした。 （堀口快斗）

○日本に２台しかないきかいが、自動で動いていたのですごいなあと思ったし、１４人の人だけが、はたらいていてすごいなあと思いました。一日に１万本まとめて
しゅっかしていたので、すごいなあと思いました。 （宮田桜弥）

○一日に１万本くらい出荷されることがわかった。初めて見た日本に２台しかない機械が、クレーンゲームみたいでとてもおもしろかったです。はたらいている人
は、１４人しかいないのに、すばやく動いていたのですごいと思いました。２台しかない機械をもっと見たかったです。 （田村文乃）

○選花場で、一日に１万本も出荷されていることを知ってびっくりしました。 リンドウにはいろいろな色があって、すごいなあと思いました。そして、「秀・優・良」の
３種類に分けられることを初めて知りました。 新見にしかない機械があったので、とてもびっくりしました。 （上田美桜）

○わたしは、リンドウが一日に１万本も出荷されていたので、とてもびっくりしました。日本に２台しかない機械が、リンドウの選花場にあったので、また見に行きた
いです。 （土屋志歩）

○リンドウの選花場を見学して初めて見たものは、 日本では数少ない機械でした。２台もあってすごいなと思いました。どうしたらあんなに速く分けられるのだろ
うと思いました。もっと見たいなと思ったことは、機械がすばやく、 S 、 M 、 L 、２ Lの４つに分けていたところです。 （岡田結希乃）

【１年生の絵日記】
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